
令和４年度 第１９回東北ソフトボール技術講習会 実施要項 

 

１．目  的 （１）ソフトボール競技の一貫指導体制の確立並びに競技力向上を目指す。 

       （２）ソフトボール競技者を対象に、全国大会で勝つことのできるチーム 

作りを目指し、投手・守備・打者の応用技術、練習法を習得させる。 

２．主  催  東北ソフトボール協会  

３．主  管  東北ソフトボール協会 技術委員会 

４．協  賛  ミズノ（株） 

５．期  日  令和４年１２月１８日（日） 

６．会  場  宮城県東松島市 鷹来の森運動公園 屋内運動場 2A 棟 

住所：宮城県東松島市大塩字山崎 5-1 
７．参加対象者 

     ・各県１０名以内とし、上級技術習得を目指すバッテリー及び内外野手で各協

会が技術、人物ともに認めた者（中学生・高校生・一般・男女を問わず） 

     ・投手４名以内、捕手・内外野手６名以内、ただし各県の事情がある場合はそ

の限りではない。 

８．内  容 

     ① バッテリーの技術講習とその応用 

     ② 内外野手の守備・打撃の基本練習とその応用 

９．講  師 

      中島 幸紀 氏（元全日本男子投手・大阪スリークロス桃次郎所属） 

大村 明久 氏（山形県立山形北高等学校教諭・元全日本男子選手） 

      齋藤 勝寿 氏（宮城県古川高等学校教諭・東北ソフトボール協会技術委員長） 

      舟山 健一 氏（東北福祉大学ソフトボール部監督） 

10．参 加 費 

      受講生一人につき ３，０００円（スポーツ障害保険含む） 

11．日  程 

    【１２月１８（日）】    

     ９：００～ ９：１０  受  付   １２：００～１２：５０ 昼  食 

     ９：１０～ ９：１５  開 講 式   １２：５０～１５：００  実技講習 

     ９：１５～１１：００  打撃講習   １５：００～１５：１０ 閉 講 式 

    １１：００～１２：００  ﾊﾞｯﾃﾘｰ講習              解  散 

12．参加申し込み・連絡先 

    各県協会がとりまとめ、所定の様式を用い１２月２日（金）必着で東北ソフトボール

協会技術委員長 齋藤勝寿まで参加名簿をメールしてください。その後参加名簿を必

ず持参してください。仮に参加者がいない場合でもメール後、持参してください。 

 



申込先 〒989-6155 宮城県大崎市古川南町２－３－１７ 

宮城県古川高等学校内 

     齋藤勝寿 （宛） ℡  ０２２９－２２－３０３４ 

              Fax ０２２９－２３－４６２１ 

    メールアドレス：saito-ka842@td.myswan.ed.jp 

 

13．持参品・服装等 

    個人用具（グラブ、バット、アップシューズ）保険証など 

 実技講習は運動のできる服装とします。また、会場内は寒くなることが予想され

ますので、各自防寒着の準備を忘れずに持参してください。 

 

14．大雪など荒天候時の対応について 

     大雪など荒天の場合は当日 7:30～8:30 まで下記あて電話で連絡を入れてくだ 

さい。 

緊急連絡先 ０９０－２９７８－５８３０ 東北ソフトボール協会技術委員長 齋藤  

   注意 講習期間中の問い合わせはすべて上記の携帯電話に行ってください。 

      勤務先及び会場には直接電話での問い合わせはしないでください。 

15．その他 

      ①  受講者の参加費は受付時に納入して頂きます。 

② 前日からの宿泊の希望の斡旋できませんので、各自宿泊場所の確保となり

ます。 

③ 保護者・引率者(所属校監督及びそれに代わる方)に対する宿泊・送迎など

の斡旋も出来ませんので、各自で手配下さるようお願いします。 

④ 鷹来の森運動公園室内練習場は金具のスパイク使用可能です。 

⑤ 参加者等の昼食については準備出来かねますので、各自で準備してくださ

い。 

＊ 新型コロナ感染症拡大防止にともない、当日入場時 

＊ に検温を行います。発熱・体調不良の症状のある場合は参加を見合わせていただ

きます。また、会場の広さが限られておりますので、参加者以外の方の入場も制

限させていただきます。 

 

 


